ある。 楠 はお どろいて、 自分の つとめる 警察へ それ を 

持参した。 これが 二月 三日で ある。 

警察 は それほど 重く 考えなかった。 この辺 は 斬った 

張った の 多い ところで、 その 連中が 腕 や 脚 を 斬り 落さ 

れ るよう な こと は 特別 珍しく もない ところ だ。 いずれ 

その テ アイが 始末に 困って 包みに して 川へ 投げ こんだ 

のだろう と 軽く 考えた。 土地柄、 当然な 考えであった 

ので ある。 

楠 も 大方 そんな こと だろうと 同感して 特に こだわり 

ひる 

もしなかった が、 それから 二日 目、 二月 五日の 午 さが 

りに、 用が あって タケ ャの 渡しで 向島へ 渡り、 さて FI? 



と 上役に ひやかされる。 一同 も そんな 風に 感じて い 

るら しい。 

一 ッの ガラス 容器に、 左 モモと 右足 クビ 以下。 他の 

容器が 左の 二の 腕と 右の テノ ヒラ。 

「せっかく バラ バラに 切つ たんだから 一 ッ ずつ 包みに 

すれば よい もの を 一 ーッ ずつ 包んで ると は 慌てた 話 じ や 

ないか。 筋道が 立ち やしない。 取り合わせ もデタ ラメ 

だな ァ。 ニッの 包み は それぞれ 左と 右と マ ゼコゼ だ。 

ハ テナ？ そう 云えば、 どっち も 左と 右の マ ゼコゼ だ- 

それに モモと 足 クビの 包みの 方 は マンナ 力の スネに 当 

る 部分が なく、 二の 腕と テノ ヒラの 包みの 方 も マンナ 



その 法要の 坊さん は 報 光寺の 弁 龍 和尚と きいた から 

その へんから、 当ってみ る ことにした。 うまい ことに 

この 禅 坊主 はクッ タクの ない お喋りず きの 老 坊主で、 

楠が 私 は 芝居 作者の 弟子の 者で、 師匠が 今回 鬼の 才川 

平作に 似せて 鬼 高利貸しの 改心 劇 をつ くるに ついて、 

才川 家の 内情 を 若干 御 教示ね がいたい、 と 手 ミヤ ゲの 

四 合 徳利 を 差 出す と、 ち ッ とも 疑わず ゲ ラゲ ラ と 高 笑 

ヽ o 
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「ォレ は 年に 一 度の ツキ アイ だから 鬼の こと はよ く 知 

らん ぞ。 なくなった 鬼の 女房 は 存命中 ォレの 説教 を 

時々 ききに きて くれたが、 ひところ は 鬼の 女房から 相 



集ります のでし ようか」 

「左様、 タケ ノコ メシの 顔ぶれ は 六 年間 変リ がない。 

平作の 弟の 馬 肉屋の 又吉と 妹お 玉。 お 玉の 亭主 女郎屋 

の 銀 八。 死んだ 女房 杉 代の 兄で 仲 見 世の 根 木屋長 助。 

その 妹のお 直とお 安。 そろそろ 棺桶に 一足 を かけ はじ 

めた 年 かっこうの 者ば かりだが、 六 年間に 一 人 も 死ん 

だ 者がない。 あとの 顔ぶれ はず ッと 若くな つて 平作の 

次男坊の 石 松。 長男 勘当で これが 跡目 だな。 長女 伸 子 

とその 亭主 の 三 百 代言 角 造。 次女の 京 子と その 亭主の 

三百代言 能文。 娘 どもの ムコは みんな 三百代言 だ。 三 

百 代 言 に 育てる ために 学資 を だして やった の だそう な _ 



妹のお 直とお 安 は 裕福で ない 小 商人へ 縁づ いたが、 お 

直の 生んだ 次男の 小 栗 能文 (二十 六) が 杉 代の 次女 京 

子 (二十 二) と 結婚し、 能文 は 平作の 秘書 番頭の 役割、 

夫婦 は 平作の 家に 住み こんでいる。 

長女 伸 子 (三十) の 亭主 人 見 角 造 (三十 三) は トビ 

の 子で 平作が 自分 の 秘書 番頭 を 目当て に 学資 を だ し て 

三百代言に 育てた が、 鬼から 人間に 改心して タケ ノコ 

メシを 食うよう になる と、 手広く 荒 力 セギを やらな く 

なった から、 今では 自家用と して は 不用品。 三年 前に 

自宅から 追ッ 払って 吉 原の 近くに 三百代言の 店 を もた 

せて やった。 そして 代りに 能文 を 末 娘と 結婚 させて 自 



宅へ 入れて 番頭と した。 京 子と 能文 は 従兄 妹 同士の 夫 

婦。 しかし 鬼はコ セコセ とした 血の 問題 はとり あげな 

ヽ o 

レ 

次男の 石 松 は 勘当され た 長男 同様ち かごろ 酒と 女に 

身 を もちくずし、 跡目相続 を カタに して 諸方に 借金が 

あるら しい 様子。 兄と 云い 弟と 云い、 鬼の タネから は 

ロクな 男が 生れない。 石 松 は 二十 六 だ。 

主人 平作 も いれて タケ ノコ メシに 集る 血族 十一 一名。 

折 ヅメの 十四 ひく 十二 は 二。 

「すると 坊さん はお 一 一人ですな」 

「そんな ムダな こと は ォレが 大反対 だ。 お 布施と タケ 



向に ためらわず、 

「この 見料 はチト 高い なァ。 そこ を大 負けに して 三 円 

にして やろう」 

ベ ラボ— な 高い こと を 云う。 楠 は 内心 泣く 泣く 有 金 

を はたく ようにして 三 円 払った。 

r ォレも 鬼の 才川 平作の 手下に な つ て 利息の 取り立て 

を やって るう ちに、 人の 人相が 読めて きたな。 あの こ 

ろ は 鬼 を あざむき、 鬼 を 泣かせる 奴ら が 多くて こまつ 

たな。 怖し い 奴、 ずるい 奴、 向う ところ 強敵ば かりで 

ュ ダンが できない。 それで 敵 を 知る ために 必死に 人相 

を 読もうと いう 心得が 自然にで きる。 その ォカゲ で 易 



亭主 を かば つ て 杉 代が 一 一度 も フカ デを 負うて いる。 こ 

の ォカゲ で 鬼 自身 は 一 度 も 傷 をした ことがない。 こう 

いう 有難い 女房 だから、 さすがの 鬼め も 心底で は 女房 

に 手 を 合わせて いる。 杉 代が 死ぬ と 力 を 落して 鬼が 涙 

もろくな つたの は 確か だな。 アコ ギな荒 かせぎ をし な 

くな つた。 ォレは 杉 代が 死んだ 後 も 半年 あまり 鬼の ゥ 

チに 勤めて いたが、 鬼が 改心して ォレの 稼ぎ 場 も 日 増 

しに 少 くなる よう だから、 見切 リを つけて 易者に なつ 

た。 さて そこで 加 十の こと だが …… 」 

天心 堂 は 易者ら しく 威 を は つ て 楠 を にらみ つけた。 

ォレの 目に 見えない 物 はない という 自信の こもった 目- 



心する がよ い」 

易の 卦を ォマケ にもら つて、 楠 は イト マ を つげる。 

そうだ。 タケ ノコ メシの 顔ぶれに 直接 当るなら 女 だ 

お直から だと 考えた。 

* 

お直 は 後家だった。 亭主が 死んだ の は 十五 年 も 昔の 

ことで、 杉 代の 助力 もあった が、 女手 一 ッで四 人の子 

供 を 育てた。 子供が 大きくな つて、 どうやら 今では 楽 

になった が、 その 日の 食物に も 困る ような 苦しい 暮し 



楠 は 親 ゆずりの 多少の 財産が あった を 幸い、 なにが 

しかの 金 を 握って 目 黒の 里へ 急行し、 百姓に たのんで 

土の 中の 小さな タケ ノコ を 一 貫目 ほど 掘り だしても 

ら つた。 それ を 買って ザルに 入れて 持ち帰 リ、 次に は 

知り合いの 百姓から 野良着 を 借しても らい、 ホン モノ 

の 百姓 そッ くりに 変装し 古 ワラ ジを はいて 適当に ホコ 

リを かぶり、 タケ ノコの ザルを 背負って、 六日 目の 十 

一時 ごろ を 見 はからって、 寺 島の 才川 家の 勝手口 をく 

ぐった。 

r ゥチの 買い つけの 八百屋と 行商の 百姓 はき ま つ た 人 



こた ァ ねえが、 すまね えが 弁当 を 使う から、 お茶 くれ 

ねえ か。 四時 起きして 目 黒 をで てきた から 腹が へって 

目が まわる。 お茶 代に これ やろう」 

と タケ ノコ 一 握りつ かんで 女中の 前 カケの 中へ 落し 

て やる。 二人の 女中 は 感激して、 

「お前さん 気前が いいねえ。 百姓 させて おくの はモッ 

タイない 人 だよ。 寒の タケ ノコて え 高価な もの を サイ 

バイして いる 百姓 は 違うよ。 それにし ちゃ ァ お前さん 

の 着物 はやに 汚い ねえ」 

「これ はフ ダン 着 だ。 どうせお 前た ち も 百姓の 娘 だろ 

うが、 11 れ るなら 目 黒の タケ ノコ 百姓に 限ら ァな。 タ 



作った 時分で したら、 その 印象 はま だ 鮮度 を 落さず 生 

きていた でしよう に。 タケ ノコ 料理の 印象なら、 まァ 

一 ヶ月 位の 中 は 死に かけた の を 生き返す ことができ そ 

うだな ァ」 

楠 は 顔 を やや 紅潮 させて 訊 い た。 

「すると、 その 婦人 を さがしだして、 その 日の 印象 を 

さぐって、 つまり …… 」 

「つま リ？， - 

「それ は 彼の アリバイの 為に？」 

「いえ。 今 は そこまで 考えな く ともよい のです。 石 松 

の 場合に 於て は、 タケ ノコ 料理の 折 ヅメを 自分で 食べ 



べきで、 顔の 造作 を ごまかす 程度の 目的の ために これ 

だけの 時間と 危険 を 賭ける ， j と は 有り得な いと 見る ベ 

きでしょう。 そこで 顔 を 除外す ると、 残った 部分 は、 

左手の ヒジ から テノ ヒラ までが 最後に 残る 唯一 の 疑問 

の 部分です。 さて、 この 部分に どんな 特徴が 考えうる 

かと 云えば、 ィ レズ ミ など も あるで しょうが、 尚 それ 

よりも バ ラバ ラ 作業 を ほどこす に 必然的な 理由 を そな 

えてい るの が、 元々 この 一 部分がなかった という こと。 

加 十 は 生きて る 時から 左手の ヒジ から 下がなかった の 

だと 考えて みる ことができましょう。 犯人 は 加 十 を 殺 

す 目的 を果 したが、 その 死体に 左の ヒジ から 下がない 



と 分れば、 顔 を 斬りき ざんで 人相 を ごまかしても 身許 

がさ とられ やすい。 そこで それ を ごまかす 方法 を 施す 

とすれば、 全身 バラ バラに 切断して、 その 一部分が つ 

いに 現れて こなく とも フシ ギ ではない と 思わせる こと _ 

即ち 元々 なかった 部分が 現れな いのは 当然です が、 そ 

れが 存在し なかった せいではなくて、 他の 理由に よつ 

て その 姿 を 地上から 失う ことが フシ ギ ではない と 思わ 

せる 手段 を 施す に 限る でしよう。 この バラ バラ 作業の 

状況から 判断す ると、 一 応 この 想定 を 立てる こと は 許 

されて よかろうと 思われます。 これほど コ マ メにバ ラ 

バラに してお きながら、 ニッ まとめて 一 包みに してい 
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